
　木の葉が色づき、秋も深まってきました。
　朝晩の冷え込みなど、これから一日の気温の変化が大きくなっていきま
す。衣服の脱ぎ着をこまめにして、体温の調節をしましょう。また外から、
帰ったら手洗いとうがいを忘れずに行いましょう。そして毎日の食事をバラ
ンスよくしっかりとり、かぜ予防のための体力と免疫力をつけておきましょ
う。

「地産地消」はいいことたくさん！

　地産地消とは地元で生産されたものを地元で消費していくことです。
　地産地消するということは、鮮度のよいものを食べることができるうえに、輸送コスト
をかけずにすみます。消費者にとっては、生産者の顔が見える安全・安心な食材を購入す
ることができ、生産者にとっても地元の農業を応援することになり、地場農業の活性化に
つながり、大きなメリットがあります。
　学校給食では、なるべく多くの地場産の食材を使うよう心がけています。そして今月は
特に、埼玉県の郷土料理や地場産物をたくさんとりいれて紹介します。この機会に「地産
地消」について考えてみましょう！
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11月の献立には、埼玉県や深谷市の郷土料理や地場産物を使った料理をたくさん取り入れています。

5日・・・埼玉県の郷土料理「かてめし」

11日・・・渋沢栄一翁の命日にちなんで、深谷市の郷土料理にぼうとうの『渋沢栄一献立』

１2日・・・川越のさつまいもと深谷市のほうれん草のカレー「小江戸カレー」

13日・・・深谷ネギのフルコース 「ふっかちゃん絆やきとり」

「深谷ねぎのナムル」「重忠汁」

15日・・・地場産深谷ネギを使った「深谷ネギたっぷりうどん」

22日・・・秩父地区の郷土料理「みそポテト」

銀行を作るなど主に東京で活躍した栄一翁。

当時の住まい（青淵文庫）が今も残っており、

西洋を意識したステンドグラスがあります。

深谷市の郷土料理である「にぼうとう」

栄一翁の大好物でした。
深谷市のブロッコリーやきゅうりを使い、たっぷりのごまが入った

おいしいサラダです。


